
問
田
町
幹
線
排
水
路
事
業
の

方
針
は
。

答
市
計
画
道
路
村
松
山
科
線

か
ら
北
側
の
区
間
は
、
磐
田
用

水
東
部
土
地
改
良
区
が
所
管
す

る
用
水
路
と
分
離
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

の
建
築
が
進
み
、
用
地
確
保
が

極
め
て
難
し
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
排
水
路
の
ル
ー
ト
選
定
に

つ
い
て
は
、
道
路
敷
地
の
利
用

や
、
新
た
な
用
地
の
取
得
も
含

め
、
関
係
者
と
綿
密
な
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
久
能
第
二
都
市
下
水
路
改

修
事
業
の
今
後
の
予
定
は
。

答
可
睡
斎
東
側
付
近
か
ら
旭

町
地
先
ま
で
の
排
水
路
の
整
備

は
、
第
2
次
袋
井
市
河
川
等
整

備
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
排

水
路
の
勾
配
や
断
面
を
確
認
し

土
地
の
利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
検
証
し
て
い
る
。
整
備
を
実

施
す
る
時
期
は
令
和
3
年
度
に

取
り
ま
と
め
て
い
く
。

問
認
可
保
育
所
、
小
規
模
保

育
の
令
和
3
年
度
待
機
児
童
の

改
善
は
。

答
浅
羽
東
幼
稚
園
と
若
草
幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
な
ど
に
よ
り
利
用
定
員
数
を

3
1
2
人
増
や
し
、
1
9
7
4

人
と
し
た
。
ま
た
各
園
に
対
し

て
、
定
員
の
2
割
ま
で
超
過
し

て
受
け
入
れ
が
で
き
る
弾
力
的

運
用
を
図
り
、
ニ
ー
ズ
が
多
い

1
・
2
歳
児
に
つ
い
て
、
鋭
意
、

入
所
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

問
活
人
剣
碑
や
護
国
塔
、
浅

羽
佐
喜
太
郎
公
記
念
碑
な
ど
戦

争
に
関
す
る
史
跡
が
遺
さ
れ
て

き
た
が
、
市
長
の
思
い
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
碑
は
、

戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
と
隣
国
と

の
友
好
関
係
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
先
人
の
事
跡
で
あ
り
、

戦
争
と
い
う
悲
惨
な
歴
史
を
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
を
強
く
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
周
囲
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
責
務
と
考
え
て
い
る
。

問
市
内
に
残
る
忠
魂
碑
へ

の
市
長
の
思
い
は
。

答
終
戦
記
念
日
に
は
現
在
の

平
和
と
繁
栄
、
私
た
ち
が
暮
ら

す
自
然
豊
か
な
郷
土
が
戦
没
者

の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
思
い
を
新
た
に
し
て

い
る
。地
域
に
あ
る
忠
魂
碑
は
、

今
後
、
少
し
時
間
を
か
け
調
査

し
て
い
き
た
い
。

問
宮
ノ
越
橋
の
管
理
状
況
は

ど
う
か
。

答
市
内
に
は
2
メ
ー
ト
ル
以

上
の
橋
梁
が
9
1
7
橋
あ
り
、

県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
点

検
し
て
い
る
。
宮
ノ
越
橋
は
早

期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
に

な
っ
た
た
め
、
令
和
6
年
度
ま

で
に
修
繕
を
し
て
い
く
。ま
た
、

旧
秋
葉
線
ル
ー
ト
と
し
て
歩
行

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

看
板
の
設
置
も
検
討
し
た
い
。

問
実
施
事
業
の
評
価
と
課
題
は
。

答
店
舗
・
事
業
所
へ
の
感
染

拡
大
防
止
支
援
事
業
に
よ
り
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防
止
に
つ
な

が
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
、
農
産
物
応
援

便
事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
経

済
効
果
は
全
体
で
5
億
3
0
0

0
万
円
程
度
と
試
算
し
て
い

る
。
国
の
緊
急
小
口
資
金
貸
し

付
け
、
住
宅
確
保
給
付
金
、
市

独
自
の
生
活
応
援
資
金
貸
付

金
、
光
熱
水
費
給
付
金
事
業
な

ど
の
生
活
支
援
の
活
用
件
数

は
、
昨
年
12
月
末
ま
で
で
延
べ

9
9
4
件
、
合
計
1
億
9
5
0

0
万
円
の
給
付
や
貸
し
付
け
を

行
い
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
経

営
の
苦
し
い
事
業
所
や
生
活
困

窮
者
の
中
に
は
関
係
機
関
へ
の

相
談
の
な
い
ま
ま
耐
え
て
い
る

方
も
い
る
と
思
わ
れ
、
現
状
を

少
し
で
も
多
く
把
握
し
、
よ
り

き
め
細
か
い
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
令
和
2
年
度
に
計
上
し
た

1
1
2
億
円
の
財
政
フ
レ
ー
ム
は
。

答
国
の
交
付
金
1
0
3
億
2

5
0
0
万
円
余
、
県
の
交
付
金

1
億
4
5
0
0
万
円
余
、
そ
の

他
寄
付
金
な
ど
を
含
め
1
0
4

億
円
余
と
な
っ
た
。
一
方
、
市

が
負
担
し
た
財
源
は
7
億
1
0

0
0
万
円
余
で
あ
る
。
国
・
県

の
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
活
用

し
、
市
負
担
の
抑
制
を
図
っ
て

い
く
。

治
水
対
策
事
業
の

取
り
組
み
は

子
育
て
支
援
の
考
え
方
は

村む
ら

松ま
つ 

　

尚た
か
し 

議
員

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
実
施

の
評
価
は

コ
ロ
ナ
対
策
予
算
の

財
源
内
訳
は

高た
か

橋は
し 

美よ
し

博ひ
ろ 

議
員

平
和
行
政
と
記
念
碑

市
内
橋
梁
の
維
持
管
理

寺て
ら

田だ 

　

守ま
も
る 

議
員

市実施の地域経済活性化事業

忠魂碑での慰霊祭
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